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員
会
会
長
・
公
益
財
団
法
人
日
本
障
が

い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
会
長
・
日
本
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
会
長　

宛

・
学
校
に
お
け
る
部
活
動
指
導
員
の
確
保

及
び
資
質
の
向
上
に
つ
い
て
の
協
力
依

頼
・
関
係
す
る
都
道
府
県
協
会
や
団
体
に
対

し
て
の
周
知
依
頼

○
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ

ン
タ
ー
理
事
長　

宛

・
学
校
管
理
下
に
お
い
て
部
活
動
指
導
員

が
部
活
動
の
指
導
を
行
っ
た
際
に
生
徒

に
負
傷
等
の
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に

お
け
る
災
害
共
済
給
付
制
度
の
適
切
な

運
用
に
つ
い
て
の
協
力
依
頼

４　

ま
と
め

　

今
般
制
度
化
さ
れ
た
部
活
動
指
導
員
に

つ
い
て
は
、
学
校
に
お
け
る
部
活
動
の
指

導
体
制
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
学
校

の
設
置
者
に
お
い
て
、
任
用
に
当
た
っ
て

の
規
則
等
を
適
切
に
整
備
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
部
活
動
指
導
員
の
活
用
に
際
し

て
は
、
部
活
動
が
学
校
教
育
の
一
環
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
部
活
動
指
導
員
と
担

当
教
諭
と
の
密
接
な
連
携
を
図
る
と
と
も

に
、
部
活
動
が
、
各
学
校
の
教
育
目
標
の

実
現
に
向
け
た
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
」
の
場
と
な
る
よ
う
、
各
学
校
の

設
置
者
及
び
学
校
に
お
い
て
、
部
活
動
指

導
員
に
対
す
る
研
修
等
の
機
会
を
確
保
す

る
な
ど
、
部
活
動
指
導
員
の
指
導
力
向
上

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
適
切
に
確

保
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

な
お
、
各
関
係
団
体
等
に
お
い
て
は
、

部
活
動
指
導
員
の
制
度
が
円
滑
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
関
係
規
定
の
改
正

や
部
活
動
指
導
員
の
資
質
向
上
等
、
部
活

動
の
充
実
に
向
け
た
、
よ
り
一
層
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。

部活動指導員の制度化について

 運動部活動については、顧問のうち、保健体育以外の教員で担当している部活動の競技経験がない
者が中学校で約 ％、高等学校で約 ％となっている。※１

 日本の中学校教員の勤務時間は参加国・地域中、最長となっている。※２

背 景

※１ 公財 日本体育協会「学校運動部活動指導者の実態に関する調査 平成 年 」 ※２ ＯＥＣＤ「国際教員指導環境調査 」

外部指導者は、顧問の教諭等と連携・協力しなが
ら部活動のコーチ等として技術的な指導を行う。

外部指導者の活用

顧 問

教 諭 生 徒

顧 問

部活動
指導員

顧 問

部活動
指導員

中学校、高等学校等において、校長の監督を受け、部活動の技術指導や大会への引率等を行うことを
職務とする「部活動指導員」を学校教育法施行規則に新たに規定。

部活動指導員の制度化 施行

指導・引率

＜職 務＞
実技指導、安全・障害予防に関する知識・技能の指導、学校外での活動 大会・練習試合等 の引率※３ 、用具・
施設の点検・管理、部活動の管理運営 会計管理等 、保護者等への連絡、年間・月間指導計画の作成、生徒
指導に係る対応、事故が発生した場合の現場対応 等
※３ 大会の主催者である中体連や高体連、高野連等において、関係規定の改正等を行う必要がある。

学校設置者は、身分、任用、職務、災害補償、
服務等に関する事項等必要な事項を定めた部
活動指導員に関する規則等を策定。

学校設置者及び学校は、部活動指導員に対し、部活
動の位置付けと教育的意義等について、事前に研修
を行うほか、その後も定期的に研修を行う。

規則等の策定 研修の実施体制の整備

外部指導者は、顧問の教諭と連携・
協力しながら部活動のコーチ等とし
て技術的な指導を行う。

コーチ

外 部
指導者

外部指導者の活用
（従来通り）

顧 問

教 諭 生 徒

指導・引率

部活動指導員は、部活動の顧問として技術的な指導を行うとともに、担当教諭
等と日常的に指導内容や生徒の様子、事故が発生した場合の対応等について情
報交換を行う等の連携を十分に図る。

部活動指導員の任用

顧 問

教 諭

役割分担

連携・協力

ケース２ 部活動指導員及び教諭
が顧問ケース１ 部活動指導員が顧問

活動中の事故等に対する責任
の所在が不明確であることな
どから、外部指導者だけでは、
大会等に生徒を引率できない

生 徒

コーチ

外 部
指導者

担 当
教 諭

生 徒

協力

年間・月間
指導計画の
作成支援等

武
道
授
業

実
践
の
概
要
紹
介　
　

埼
玉
県
吉
川
市
に
お
け
る

積
極
的
な
武
道
授
業
の
実
践
紹
介

吉
川
市
教
育
委
員
会

　

本
市
は
、
埼
玉
県
の
東
部
に
位
置
し
、
西
に
中
川
、
東
に
江
戸
川
が
流
れ
る
自
然
豊
か
な
街
で
、

平
成
28
年
度
市
制
施
行
20
周
年
を
迎
え
た
。
市
の
南
部
地
域
に
平
成
24
年
、
市
内
２
つ
目
の
Ｊ
Ｒ

武
蔵
野
線
吉
川
美
南
駅
が
開
業
し
、
人
口
が
増
加
し
て
い
る
。
吉
川
美
南
駅
を
中
心
と
し
た
新
し

い
地
域
に
は
平
成
25
年
に
新
設
の
小
学
校
が
開
校
し
、
平
成
32
年
に
は
新
設
中
学
校
の
開
校
を
予

定
し
て
い
る
。

　

本
年
度
、吉
川
市
教
育
大
綱
を
子
ど
も
達
に
も
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
一
文
で
策
定
し
た
。﹁
家

族
を　

郷
土
を　

愛
し　

志
を
立
て　

凛
と
し
て
生
き
て
ゆ
く
﹂。
こ
れ
ま
で
、
吉
川
市
が
積
み

重
ね
て
き
た
教
育
財
産
を
生
か
し
つ
つ
、
変
化
の
激
し
い
社
会
に
生
き
て
い
く
子
ど
も
達
に
向
け

て
﹁
未
来
を
切
り
拓
い
て
欲
し
い
﹂
と
い
う
願
い
か
ら
﹁
志
を
立
て
る
﹂
教
育
を
進
め
て
い
る
。

「なまずの里・吉川」のシンボルとして、人間国宝の室瀬和美氏
が製作した金なまずのモニュメント。吉川駅前に設置されている
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教
育
大
綱
の
具
現
化
に
向
け
て
、
重

点
施
策
と
し
て
「
学
力
の
向
上
」「
体

力
の
向
上
」「
非
認
知
能
力
の
向
上
」

の
三
本
の
柱
で
教
育
活
動
を
推
進
し
て

い
る
。
市
内
小
中
学
校
で
は
体
力
向
上

推
進
委
員
会
を
中
心
と
し
て
、
主
に
２

本
目
の
柱
で
あ
る
「
体
力
の
向
上
」
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

市
内
中
学
校
３
校
で
は
、
平
成
20
年

３
月
に
告
示
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
で

中
学
校
の
武
道
が
必
修
化
さ
れ
た
の
を

受
け
、
年
間
指
導
計
画
が
系
統
的
な
計

　

本
市
は
今
年
度
、
吉
川
市
教
育
大
綱

「
家
族
を　

郷
土
を　

愛
し　

志
を
立

て　

凛
と
し
て
生
き
て
ゆ
く
」
を
策
定

し
た
。

　

合
計
６
回
の
総
合
教
育
会
議
に
お
い

て
、
教
育
者
や
経
営
者
を
ゲ
ス
ト
ス
ピ

ー
カ
ー
と
し
て
招
き
、
市
長
と
教
育
委

員
と
が
時
間
を
か
け
て
審
議
し
て
き

た
。
そ
の
言
葉
に
は
次
の
よ
う
な
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

○
日
本
、
世
界
で
活
躍
し
て
い
る
人
は

「
家
族
」
を
は
じ
め
、
仲
間
、
そ
し

て
自
分
が
お
世
話
に
な
っ
た
す
べ
て

の
方
々
へ
の
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
信
し
て
い
る
。そ
う
し
た
、敬
意
、

感
謝
、
謙
虚
さ
が
原
点
に
あ
る
。

○
「
郷
土
」
と
い
う
言
葉
は
、
吉
川
市

に
限
定
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
が

生
活
し
、
活
躍
す
る
場
所
を
大
切
に

す
る
と
い
う
意
味
で
選
ん
だ
。
そ
の

場
所
は
「
歴
史
と
い
う
時
間
の
流

れ
」
や
「
自
然
環
境
」
も
含
ん
で 

い
る
。

○
「
志
」
は
押
し
付
け
る
も
の
で
は
な

い
。
一
人
一
人
が
持
つ
も
の
で
あ

り
、
周
り
へ
の
感
謝
と
自
分
を
大
切

に
す
る
毎
日
の
中
で
立
ち
上
が
っ
て

く
る
も
の
。

○
「
志
」
は
、「
夢
」
と
は
異
な
り
、「
誰

か
の
為
に
」、「
社
会
の
為
に
」、「
未

来
の
為
に
」
と
自
分
の
能
力
を
最
大

限
に
発
揮
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ

る
。

○
そ
う
し
た
「
志
」
を
持
つ
こ
と
は
、

自
ら
を
律
し
、
背
筋
を
た
だ
し
、
弱

い
者
を
助
け
、
強
い
者
に
も
臆
せ
ず

立
ち
向
か
う
態
度
、
つ
ま
り
「
凛
と

し
て
」
日
々
「
生
き
て
ゆ
く
」
姿
に

つ
な
が
る
。

１

吉
川
市
教
育
大
綱
に
つ
い
て

２

吉
川
市
教
育
大
綱
の
具
現
化
に
向
け
て

画
で
あ
る
か
を
視
点
に
見
直
し
た
。

　

武
道
の
授
業
に
つ
い
て
、
男
女
問
わ

ず
、
そ
の
種
目
の
特
性
に
触
れ
、
体
力

の
向
上
が
図
れ
る
よ
う
な
計
画
を
作
成

し
、
毎
年
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
武
道
必
修
化
後
、
吉
川
市
体

力
向
上
推
進
委
員
会
で
の
授
業
研
究

会
、
吉
川
市
が
委
嘱
す
る
体
力
向
上
推

進
校
に
お
け
る
授
業
研
究
会
な
ど
に
お

い
て
、
武
道
授
業
に
関
す
る
発
表
が
行

わ
れ
た
。

⑴
吉
川
市
立
東
中
学
校

３

市
内
中
学
校
で
の
武
道
授
業
の
実
践
に

つ
い
て

①
学
校
に
つ
い
て

　

東
中
学
校
は
14
学
級
481
名
と
特
別
支

援
学
級
１
学
級
で
市
内
の
３
分
の
２
の

面
積
を
学
区
と
し
た
学
校
で
あ
り
、
市

内
で
唯
一
、
武
道
場
が
体
育
館
内
に
設

置
さ
れ
て
い
る
。

　

部
活
動
で
は
、
剣
道
部
が
あ
り
、
県

大
会
上
位
に
入
る
経
験
が
あ
る
な
ど
、

熱
心
に
活
動
を
し
て
い
る
。

②
武
道
の
授
業
に
つ
い
て

　

１
、２
年
次
に
お
い
て
男
女
と
も「
相

撲
」
を
必
修
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。授
業
計
画
で
は
、１
年
次
10
時
間
、

２
年
次
８
時
間
を
予
定
し
て
い
る
。
ま

た
、
３
年
次
に
お
い
て
は
、
他
の
領
域

と
の
選
択
で
は
あ
る
が
、
相
撲
を
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
計
画
し
て

い
る
。

⑵
吉
川
市
立
南
中
学
校

①
学
校
に
つ
い
て

　

南
中
学
校
は
23
学
級
892
名
と
特
別
支

援
学
級
４
学
級
の
大
規
模
校
で
あ
り
、

平
成
32
年
４
月
に
新
設
中
学
校
と
分
離

す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。

　

部
活
動
で
は
、
柔
道
部
が
平
成
14
年

度
全
国
大
会
に
お
い
て
女
子
団
体
で
優

勝
。
男
子
は
平
成
26
、
28
年
度
全
国
大

会
個
人
に
出
場
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
剣
道
部
は
男
子
が
平
成
６
年

度
全
国
大
会
に
個
人
で
出
場
を
し
て
以

降
、
関
東
大
会
に
出
場
。
女
子
は
平
成

27
、
28
年
度
全
国
大
会
に
個
人
・
団
体

で
出
場
し
た
。

②
武
道
の
授
業
に
つ
い
て

　

１
、
２
年
次
に
お
い
て
男
女
と
も
柔

道
、
剣
道
、
相
撲
の
３
種
目
を
必
修
と

し
て
学
習
し
て
い
る
。
１
種
目
あ
た
り

の
時
数
に
制
限
が
出
て
し
ま
う
が
、
２

年
間
を
通
し
て
各
種
目
８
時
間
程
度
の

計
画
で
あ
る
。
３
年
次
で
は
領
域
選
択

で
は
あ
る
が
、
12
時
間
程
度
の
中
で
武

道
は
２
種
目
（
柔
道
、
剣
道
）
か
ら
選

択
で
き
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
る
。

⑶
吉
川
市
立
中
央
中
学
校

①
学
校
に
つ
い
て

　

中
央
中
学
校
は
18
学
級
696
名
と
特
別

支
援
２
学
級
の
学
校
で
あ
る
。

　

部
活
動
で
は
、
剣
道
部
が
平
成
23
年

度
に
男
子
団
体
で
関
東
大
会
に
出
場
し

た
。
ま
た
、
卒
業
生
が
高
等
学
校
の
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
や
関
東
大
会
等
で
活
躍
し

て
い
る
。

②
武
道
の
授
業
に
つ
い
て

　

１
年
次
に
お
い
て
剣
道
、
相
撲
の
２

種
目
を
５
時
間
程
度
ず
つ
経
験
し
、
２

年
次
に
お
い
て
は
１
年
次
の
経
験
か
ら

２
種
目
か
ら
の
選
択
を
し
、
８
時
間
程

度
計
画
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
３
年
次

に
お
い
て
は
、
領
域
選
択
で
は
あ
る

が
、
12
時
間
程
度
の
中
で
武
道
は
２
種

目
（
剣
道
、
相
撲
）
か
ら
選
択
で
き
る

よ
う
に
計
画
し
て
い
る
。

４

授
業
実
践
に
つ
い
て

柔道授業で前回り受け身を行う様子

　

武
道
の
授
業
で
高
め
る
こ
と
の
で
き

る
体
力
は
、
学
習
指
導
要
領
の
解
説
に

よ
る
と
、
柔
道
は
主
に
瞬
発
力
、
筋
持

久
力
、巧
緻
性
、剣
道
は
主
に
瞬
発
力
、

敏
捷
性
、
巧
緻
性
、
相
撲
は
主
に
瞬
発

力
、
巧
緻
性
、
柔
軟
性
と
示
さ
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
瞬
発
力
と
巧
緻
性
に
つ

い
て
は
、
３
種
目
共
通
の
体
力
項
目
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

体
力
向
上
に
お
い
て
、
運
動
時
間
の

確
保
は
必
須
で
あ
る
。
武
道
の
授
業
で

は
、
剣
道
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
用
具

の
着
脱
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
と

一
般
的
に
は
考
え
ら
れ
て
お
り
、
活
動

時
間
を
十
分
に
確
保
す
る
の
が
難
し

い
。
ま
た
、
用
具
の
数
を
十
分
に
そ
ろ

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
例
と
し
て
中
央
中
学
校
で
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の
剣
道
授
業
で
取
り
組
ま
れ
た
実
践
例

を
紹
介
す
る
。

⑴
体
ほ
ぐ
し
運
動

　

攻
防
し
合
う
対
人
的
な
競
技
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
握
手
で
間
合
い
を
作
り
、

ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
勝
っ
た
ら
相
手
の
手
の

甲
を
軽
く
叩
き
、
負
け
た
ら
甲
を
ガ
ー

ド
す
る
。
同
じ
よ
う
に
、
足
を
軽
く
踏

ん
だ
り
、
足
を
引
く
な
ど
条
件
を
示
し

な
が
ら
運
動
を
す
る
。

　

ま
た
、
剣
道
の
要
素
を
取
り
入
れ

て
、
竹
刀
で
新
聞
紙
を
切
っ
た
り
、
ボ

ー
ル
を
打
っ
た
り
（
床
の
ボ
ー
ル
や
ト

ス
さ
れ
た
ボ
ー
ル
）
す
る
運
動
を
取
り

入
れ
た
。

⑵
「
形
」
で
刃
筋
を
知
る

「
木
刀
に
よ
る
剣
道
基
本
技
稽
古
法
」

を
取
り
入
れ
、
基
本
動
作
を
身
に
つ
け

さ
せ
る
と
と
も
に
、
攻
め
に
対
す
る
相

手
の
変
化
を
と
ら
え
た
打
突
、
相
手
の

反
応
に
応
じ
た
打
突
な
ど
刃
筋
を
意
識

し
、
対
人
的
な
競
技
独
特
の
間
や
瞬
発

的
、
調
整
的
な
動
き
を
知
る
学
習
を
行

っ
た
。

⑶�

ミ
ニ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
中
心
と
し
た

「
考
え
、
議
論
す
る
授
業
展
開
」

「
形
」
な
ど
で
は
、
ミ
ニ
テ
ィ
ー
チ
ャ

ー
を
中
心
と
し
て
お
互
い
の
動
き
を
見

あ
っ
た
り
、
学
び
合
っ
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

ま
た
、
一
歩
進
ん
だ
段
階
で
、
教
員

が
決
め
た
動
き
を
複
数
の
ペ
ア
が
シ
ン

ク
ロ
す
る「
シ
ン
ク
ロ
剣
道
」を
行
い
、

グ
ル
ー
プ
演
武
と
し
て
発
表
す
る
学
習

を
実
施
。
間
や
仕
掛
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ

は
各
グ
ル
ー
プ
で
考
え
、
議
論
し
て
技

が
で
き
る
楽
し
さ
を
体
得
で
き
る
学
習

を
展
開
し
た
。

⑷
防
具
を
付
け
、
競
技
性
を
味
わ
う

　

防
具
付
け
で
は
簡
易
的
な
結
び
方
で

行
っ
た
り
、
ペ
ア
で
付
け
合
っ
た
り
し

た
。
途
中
で
紐
が
緩
ん
で
防
具
が
取

れ
、
ケ
ガ
を
し
な
い
こ
と
に
重
点
を
置

い
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
防
具
を
付
け

て
の
活
動
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

防
具
を
付
け
る
前
の
段
階
的
な
指
導

を
い
か
し
、
最
終
的
に
ご
く
簡
単
な
試

合
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
攻
防
の
楽

し
さ
や
競
技
性
を
味
わ
わ
せ
る
こ
と
の

で
き
る
授
業
展
開
が
で
き
た
。

体ほぐし運動の趣旨を生かした学習の様子

剣道授業で指導者が見本を示す様子

相撲授業でペアでまわしを付け合っている様子相撲授業で基本的な動きを身に付ける運動を行っている様子
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●
武
道
必
修
化
さ
れ
た
平
成
24
年
度
の

有
段
者
は
、
保
健
体
育
科
13
人
中
、

柔
道
８
人
、
剣
道
６
人
で
あ
っ
た
。

平
成
29
年
度
の
有
段
者
は
、
保
健
体

育
科
13
人
中
柔
道
５
人
、
剣
道
４
人

と
減
少
し
て
い
る
。

⑶
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
授
業
実
践

　
（
主
体
的
・
対
話
的
な
学
び
に
向
け
て
）

○
技
を
知
っ
た
り
、
形
の
ポ
イ
ン
ト
を

知
っ
た
り
、
自
分
や
ペ
ア
の
動
き
を

動
画
で
確
認
す
る
こ
と
で
、
ペ
ア
や

グ
ル
ー
プ
で
学
び
合
い
、
話
し
合
う

活
動
が
で
き
る
。

⑴
用
具
に
つ
い
て

相
撲

○
ま
わ
し
が
各
校
100
本
前
後
用
意
さ
れ

て
お
り
、
体
育
着
の
上
か
ら
ま
わ
し

を
締
め
て
授
業
を
行
っ
て
お
り
、
十

分
な
数
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。
保
管
や

使
用
の
仕
方
を
明
確
に
し
て
、
長
く

使
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

柔
道

●
畳
の
あ
る
学
校
が
１
校
の
み
で
あ

る
。
武
道
場
が
な
い
た
め
、
畳
を
敷

い
た
り
、
保
管
し
た
り
す
る
場
所
が

な
い
。

剣
道

○
竹
刀
は
人
数
分
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
さ
さ
く
れ
た
り
、
割
れ
た

り
す
る
た
め
手
入
れ
を
行
い
、
使
用

し
な
い
期
間
の
保
管
を
適
切
に
行

う
。

○
防
具
や
竹
刀
の
購
入
に
つ
い
て
は
、

計
画
的
に
行
っ
て
い
く
。

６

お
わ
り
に

●
防
具
は
、
多
く
持
っ
て
い
る
学
校
で

も
30
セ
ッ
ト
で
あ
り
、
１
ク
ラ
ス
の

人
数
分
に
満
た
な
い
。

⑵
保
健
体
育
科
の
有
段
者
の
減
少

○
埼
玉
県
教
育
委
員
会
、
埼
玉
県
中
学

校
体
育
連
盟
が
主
催
す
る
研
修
会
、

ま
た
は
競
技
団
体
が
実
施
し
て
い
る

研
修
会
等
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促

す
。教
員
の
指
導
力
向
上
を
目
指
す
。

５

課
題
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

（
方
向
性
○
、
課
題
●
）　

武
道
必
修
化
か
ら
５
年
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
い
る
が
、
本
市
の
中
学
校
で

は
積
極
的
な
武
道
の
授
業
が
展
開
さ
れ

て
い
る
。

　

今
後
、
授
業
改
善
の
た
め
に
は
、
教

員
の
指
導
力
向
上
が
不
可
欠
で
あ
る
。

教
員
の
指
導
力
向
上
の
た
め
に
は
、
研

修
に
参
加
す
る
こ
と
は
第
一
歩
で
あ
る

が
、
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
研
究
授
業

等
で
実
践
し
、
指
導
を
い
た
だ
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

本
市
で
柔
道
・
剣
道
の
段
位
を
有
し

て
い
な
い
教
員
の
多
く
は
若
手
教
員
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
積
極
的
な
授
業
実
践

を
推
奨
し
教
員
の
指
導
力
を
高
め
て
い

く
。

　

他
の
種
目
に
比
べ
て
、
武
道
は
独
特

の
作
法
や
所
作
が
あ
り
、
ル
ー
ル
や
審

判
法
が
難
し
い
の
で
、
は
じ
め
て
武
道

に
触
れ
る
人
に
は
壁
を
感
じ
や
す
い
。

し
か
し
、
系
統
的
に
指
導
し
て
い
く
こ

と
で
親
し
み
や
す
く
、
武
道
の
特
性
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
年
間
指
導
計
画
の
見
直
し
、

種
目
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
た
指
導
方

法
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
し
、
活
動
時
間

を
確
保
し
体
力
の
向
上
に
努
め
て
い

く
。

　

吉
川
市
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
研

修
の
機
会
の
確
保
や
用
具
・
場
の
整

備
、
最
新
の
情
報
の
提
供
等
、
学
校
現

場
と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
武
道
授

業
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。




